
 
 
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学力向上だより 

第 112 号 Ｒ６.12.10（火） 

今回は、生徒のセルフマネジメント力の向上に重点を置いた取組を行っている城南中学校の塩田校長先生
にインタビューをしてきました。家庭との連携を図りながら、手帳の活用を通した「家庭学習の充実」に取
り組まれています。 

城南中学校の取組の内容 

実践 
紹介シリーズ 

塩田校長先生へインタビュー 
Q１ 学力向上に向けた取組について、どのよ

うなことを意識されていますか。 
A１ 子どもにとって必要な学習は一人ひとり

違います。学力向上のためには、学習する
内容、取り組む時間など、自分で考えて学
習に取り組むことが大切であると考えて
います。 

今年度より従来の自学ノートをやめて、
学生向けの手帳を活用して、自分の学習を
マネジメントする取組を行っています。 

Q２ 新たな取組を導入するに当たって、苦労
されたことはありますか。 

A2  手帳の導入の目的の一つに家庭学習の充
実があります。そのためには保護者の協力
が不可欠です。手帳の導入の目的や意義を
生徒だけでなく保護者に丁寧に伝えるこ
とが大切です。前年度からＰＴＡに向けて
説明したり、学校通信を通して家庭学習に
ついて啓発をしたりしながら理解促進を
図りました。 

Q３ どのような成果がありましたか。 
A３  特に３年生は、受験が控えているという

こともあり、自分の学習に積極的に取り組
む生徒が増えてきました。また、アンケー
ト調査において、「これまでより１日当た
りの家庭学習の時間が３０分以上伸びた」
と回答した生徒が４９％と成果が見られ
ています。自分で計画を立てて実行するこ
とが家庭学習時間の確保につながってい
ます。 

【塩田校長先生】 

家庭学習の充実〜生徒のセルフマネジメント力を高める〜 
 

学生向けのシステム手帳を活用すること
で家庭学習をセルフマネジメントさせる 

活用のポイント１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

活用のポイント２ 
 
 
 
 
 
 
 

一日の予定の内、３つの時間は自分で決める︕ 
手帳に〇印を記入することで、規則正しい生活を
すること、習慣化を促す。 
① 家庭学習をスタートする時間 
② 就寝する時間 
③ 起床する時間 

「家庭学習の充実」の鍵は
「セルフマネジメント力」 

① 翌日持ってくるもの、予定を記入する。 
→一日の見通しがもてる。 
→何をいつ学習するかを自分で考えて学習する。 
② メモは「翌日、何をするか」を記入する。 
→翌日の見通しがもてる。 

生徒の手帳の実際 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度「城南中だより」第１号より 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 

令和６年度「城南中だより」第５号より 
 
 
 
           

令和６年度「城南中だより」第２号より 

家庭学習の充実のための家庭との連携のポイント︕ 

１日の家庭学習時間が昨年度より 

３０分以上増えた生徒・・・４９％ 

 城南中学校の取組については、直接学校までお問合せください。 
「もっと城南中学校の取組を知りたい︕」と思われた場合は、塩田校長先生に直接お尋ねください。 
ＴＥＬ（０９５２―２４―４３３８） mail アドレス（shiota-hiromi@education.saga.jp） 

 
学校だより１号か
ら、家庭学習の充実
に向けた校長の強
い思いを伝える。  

データを示し、期待さ
れる効果を示しなが
ら、学生向け手帳導入
への理解を図る。 

 
保護者へのお願い
は具体的な内容に
する。  

客観的な成果データを示したり、
再度目的の確認を行うことで、学
生向け手帳を活用した取組への更
なる理解を図る。 

学生向け手帳 

学生向け手帳 
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